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学校規模で取り組む OJT システムの構築 
－学級の課題を解決する方法に焦点を当てて－ 

 
        教育学研究科 教育実践創成専攻 教育実践開発コース 教師力育成分野 梶原みのり 
 
1．．研研究究のの背背景景 
(1)学学校校現現場場をを取取りり巻巻くく社社会会的的なな背背景景 
令和 4 年に改訂された生徒指導提要（文部科

学省，2022）には，多様な背景を持つ児童生徒へ

の生徒指導が取り上げられている。子供の多様

化が進み，多様な背景を持つ様々な困難や課題

を抱える児童生徒が増える中，学校教育には，子

供の発達や教育ニーズを踏まえつつ一人一人の

可能性を最大限に伸ばしていく教育が求められ

ている。 
同じく令和 4 年の通常学級に在籍する特別な

教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査

結果（文部科学省，2022）によれば，学習面，行

動面のいずれかに著しい困難さを示す子供の割

合は 8.8％とされている。 
平成 27 年 12 月の中央教育審議会答申では，

近年の教員の大量退職・大量採用の影響等によ

り，経験豊富な教員・若手教員の数のバランスが

崩れ，かつてのように経験豊富な教員の知識・技

能の伝承がうまく図れない状況にあることが指

摘されている。 
筆者は，「改訂 やまなし教員育成指標」（山梨

県教員育成協議会，2023）の第 3 ステージに位

置しており，「豊富な経験と広い視野から指導

力・協働力を発揮して学校運営を支えるととも

に，後進を育成していくこと」が求められている。 
OJT とは，“On-the-Job Training”の略である。

浅野（2009）は，OJT を「上司や先輩が，部下や

後輩に対して，仕事を通じて職務に必要な能力

〈知識・技術（技能）・態度〉を計画的・重点的

に育成する努力の過程である」としている。 
中央教育審議会答申（2007）「『今後の教員給与

の在り方について』第二章教員の校務と学校の

組織運営の体制の見直し」及び同答申（2015）
「『これからの学校教育を担う教員の資質能力

の向上について』～学び合い，高め合う教員育成

コミュニティの構築に向けて～」では，「教員は

学校で育つ」として，教員の資質向上を目指し，

同僚の教員とともに支え合いながら OJT を通じ

て日常的に学び合う校内研修の充実を図ること

が，学校現場に求められてきた。     
 

(2)昨昨年年度度のの研研究究                         
学校現場を取り巻く社会的な背景から，筆者

の特別支援教育，インクルーシブ教育，教育のユ

ニバーサルデザインに関わった経験で培った実

践的知識や指導技能を，OJT で指導することで

後進の育成に貢献できないかと考えた。昨年度

は，学級経営力の向上を目指し，学級の課題を

OJT で解決していく方法を明らかにする研究を

行った。実習校の配属学級に関わる担任・副担

任・特別支援学級担任の 3 名に筆者が OJT を実

施した。 
UD チェックリスト（図１）を用いて学級の課

題を挙げたこと，OJT 対象者で課題を共有して

子供に指導したこと，筆者が考案・作成した課題

解決シートを利用したこと，「やって見せる→説

明する→やらせてみる→できばえを確認し，指

導する」を繰り返したことの 4 点が，有効な方

法であることが明らかとなった。 
一方で，課題解決シートの改善が課題として

残された。「点数記入欄が1週間分しかないため，

子供の変容の様子が読み取れないこと」,「学級

の様子の点数化が OJT 対象者の負担感につなが

っていたこと」の 2 点である。 
これらの成果と課題，今後の研究について示 

された「学校規模での OJT の実施の可能性につ 
いて探ること」が，本研究につながっている。 

(3)研研究究協協力力校校のの状状況況 
今年度は筆者が所属する山梨県内の公立小学

校が研究協力校となった。児童数 500 名以上，
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学級数は 25 学級以上の大規模校である。教職員

数は 60 名以上で，管理職・教員・支援員等多様

な職種，世代で構成されている。学級担任の 65％
が 20 代から 30 代前半の若手教員で，本校で新

採用もしくは 2 校目勤務の教員が多い。 
学校全体が落ち着いており，若手教員も中堅・

ベテラン教員も各自の持つ知識や技能を活かし

て学級経営を行っている。中堅・ベテラン教員が，

若手教員の子供とのやり取りや ICT を効果的に

使った授業，働き方改革についての考え等から

学ぶこともある。 
昨年度の校内研究のアンケートでは，学校の 

課題として，6 年間を見通しての系統立てた学習

面・生活面の指導の在り方や全校共通ルールの

構築の必要性が挙げられた。若手教員が多く，短

期間で職員が入れ替わる職場のため，指導内容

を最低限揃える方が，子供の混乱を防ぎ，教員も

共通理解した上で指導ができるということであ

る。このことから筆者は，学習規律や生活規律の

指導，諸活動における子供の指導等において，経

験豊富な教員が持つ「実践知」が継承されていな

いのではないか，また，教員が「気づかない・知

らない・その状況に置かれたことがない」という

場合，子供たちが納得する適切な指導を行うこ

とができないのではないかと考えた。 
筆者は，特別支援学級担任兼主任・特別支援教

育コーディネーターのため，職種・世代を問わず

教職員との交流が可能であり，日常的に各学年

経営や学級経営の様子を参観する機会がある。

全校体制で取組を行う際，全体を見て助言しや

すい立場でもある。  

2．．研研究究のの目目的的 
本研究では，学級の課題を解決するために，，学

校規模で取り組む OJT システムの構築方法を明

らかにすることを目的とする。 

3. 研研究究にに関関わわるる用用語語のの説説明明及及びび先先行行研研究究 
(1)実実践践知知ににつついいてて 
 石田（2014）は，日本における教師教育は，

養成段階では教科ごとの「知識」を中心とした

教育が行われている傾向が強く，入職後の教育                   

図図１１  UD チチェェッッククリリスストト  
 

現場で継承されてきた実践知も現在は十分に初   
任教師に伝えられていない場合が多いこと，そ 
の理由として教師の年齢構成のバランスが均等 
でないことや個々の教師が多忙を極めているた 
め同僚性が欠如してきたこと等を挙げている。 
同じく石田（2015）は，実践知は，具体的な 

共同作業を通して感得するものであり，同僚教

員との相互作用の中で形成，共有化，継承されて

いくこと，実践知の継承とは，授業のやり方から

学級経営のノウハウまで具体的に見せて教える

ことと述べている。         
本研究では，実践知を，「仕事を経験しながら 

得られた暗黙知を，自らの経験に即して新たな

知識として獲得したものである」（石田 2015：273）
と定義する。 
暗黙知について本研究では，，野中・竹内（1996）

の人間一人ひとりの体験に根ざす個人的な知識

であり，形式言語で表すことは難しいが，表出化

して共有化を進めるという考えに基づいている。 
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(2)先先行行研研究究ににつついいてて 
学校現場では若手教員の育成が課題となって

いるが，赤坂（2023）は，先輩教員は若手教員を

育てる視点とともに若手教員から学ぶ姿勢を示

すことも大事であると指摘している。 
梶原（2023）は OJT の内容について，子供が

必然性，メリットを感じ指導内容を理解するよ

うな指導が必要であると述べているが，これは

実践知に関わる部分として OJT 対象者への指導

も同様であると考える。 
上野（2010）は，教育現場の実践者の指標とな

ることを願い，実際に学校の中にあっても，形と

して表しきれない実務家の暗黙知を言語化する

ことを試みた。 
齊藤（2008）は，実践知の形成過程を明らかに

することを試みた。他者に実践の意味を説明し

たり，自らの実践を振り返ったりすることで，そ

れらが言語化され意味づけられること，検証を

繰り返すことによって実践の可視化が行われる

ことを示唆している。その有効性は，次の実践に

活かせること，現状での問題意識を意識化・明確

化することや他者と問題意識を共有化すること

が可能なことと述べている。  

4.  研研究究のの方方法法     
本研究では，梶原（2023）の OJT の方法をも

とに，学級の課題を解決するために，学校規模で

OJT に取り組む。OJT によって先輩教員から若

手教員へ実践知を継承する機会を設定し，「暗黙

知の言語化・実践の可視化」を図る方法を取り入

れる。       

(1)OJT指指導導者者ととOJT対対象象者者 
研究協力校の 1 年生から 6 年生までの通常学

級担任 23 名が，学年単位で OJT に取り組む。 
OJT 指導者を学年主任，OJT 対象者を学年主

任以外の担任とすることを基本とする。応用と

して学年主任以外の担任が OJT 指導者，指導者

以外の担任が OJT 対象者となる場合，もしくは

学年内の教員の意見をもとに，学年の教員で解

決方法を話し合いながら進めていく場合もある。 
 

(2)実実施施期期間間 
  2024 年 9 月～11 月（全 3 回） 
 
(3)実実施施方方法法 
①UD チェックリスト（図１）をもとに，，各学級

担任が学級の課題を挙げる。 
②各学級の課題から，，学年の課題を3つ決める。 
③筆者が考案・作成した改善版の課題解決シー

ト（図 2）を OJT の際に利用する。 
④筆者は，具体的な解決方法を考える際や進め 
方について，相談にのる形態の OJT を行う。 

図図 2  改改善善版版のの課課題題解解決決シシーートト 

5．．検検証証のの方方法法 
実施した OJT の方法が，学級の課題を解決す

るために有効であったかを検証する。         
 

(1)課題解決シートの振り返りを分析する。 
 
(2)UD チェックリストのチェック項目を OJT 開 
始前と終了後で比較し，分析する。 

「教室環境」「人的環境」「授業」の 3 つの柱は各

10 項目で構成されている。とてもよくできてい

る 4 点，できている 3 点，少しできている 2 点，

あまりできていない１点とし，柱ごとに合算し

て，得点化する。得点が 40 点満点中何％に当た

るかを達成率とし，その平均値を比較する。 
 
(3)OJT 取組終了後，質問紙法によるアンケート

及び半構造化インタビューを実施する。 
①OJT 対象者である学年主任以外の担任（17 名）

には，質問紙法によるアンケートを行う。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  
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②OJT 指導者である学年主任（6 名）には，半構   
造化インタビューを行う。 

 
③質問項目を表１に示す。OJT 対象者，OJT 指   
導者共通の内容である。今回の OJT の方法に

ついて良かった点と改善点を中心に尋ねる。

質問紙法によるアンケートは，問 1 から問 4
までは，記述式で行う。 

                                   
④OJT の方法を第三者の視点で評価してもらう  
ために，校長・教頭・教務主任には，，実施した  
OJT の成果と課題及び今回の方法が一般化さ

れるために必要なことについて半構造化イン

タビューを行う。OJT開始前と終了後の 2回，，

各学級の様子を見ること，，課題解決シートの

記載内容を確認することを依頼した。 

 
6．．OJT実実践践のの概概要要 
(1)事事前前準準備備 
①通常学級担任（OJT 指導者・OJT 対象者）と

OJT の方法の評価を依頼した校長・教頭・教務

主任に，研究の概要を説明した。課題を挙げる

ために必要な UD チェックリスト（図 1）と

OJT で使用する課題解決シート（図 2）を提示

した。 
   

②通常学級担任に，OJT 開始前の UD チェック

リストの項目チェックを依頼した。 

③OJT 指導者である学年主任に，課題解決シー

トの書き方を例示して説明した。 
 
(2)OJTのの実実践践 
本研究では，，9 月から 11 月の 2 か月間で，，各

学年で決めた課題を解決するために，3 回の OJT
を実施した。3 回にした理由は，，今回の OJT の

方法を OJT 指導者，，OJT 対象者が周知し，，実施

できるようになるために回数が必要であること，，

3 つの課題に継続して取り組む様子を確認する

ためである。 
 
①①使使用用資資料料 
【【UDチチェェッッククリリスストト（（図図１１））】】 
梶原（2023）で利用したものである。学級の課

題を挙げるための指標とする。 

【【課課題題解解決決シシーートト（（改改善善版版））（（図図 2））】】 
梶原（2023）で利用した課題解決シートを改善

した。Google スプレッドシートで作成し，学年

で１枚のシートを共同編集する。全校で共有す

るので，他学年や管理職も閲覧が可能である。 
 

②②課課題題解解決決シシーートトのの記記入入ににつついいてて 
昨年度は，課題解決シートに，具体的な解決方

法や OJT の流れ，ポイントとなる事柄を筆者が

記載した。この部分が「実践知」であった。「暗

黙知の言語化・実践の可視化」を行うために，鈴

木・関（2006）の具体的な解決方法・手順・ポイ

ント，動作・言葉かけ・工夫点・このようにする

とよいといったコツを課題解決シートに記載す

ることで，「暗黙知の言語化・実践の可視化」が

行われ，実践知を残せるのではないかと考えた。 
左半分（赤い枠内）には，学年で解決する課題

を 3 つ 1 度に挙げ，記入する。「できた」と判断

する基準を学年で決める。取り組む課題が「教室

環境」「人的環境」「授業」のどれに当たるかをチ

表表１１  アアンンケケーートト及及びび 
半半構構造造化化イインンタタビビュューーのの質質問問項項目目 

 

 

今回実施したOJTの方法が，学級の課題を解決するために有効だったかを伺います。 

【問１】 学年を教えてください。 

【問２】 学級，学年の課題の挙げ方について 

（２－１－１）UDチェックリストを利用して良かった点を具体的に教えてください。 

（２－１－２）UDチェックリストを利用して改善した方がよい点（リストの内容，使用  

       方法等）を具体的に教えてください。 

（２－２－１）各学級の課題を挙げてから，学年の課題をみんなで話し合ったことについて, 

良かった点を具体的に教えてください。 

（２－２－２）各学級の課題を挙げてから，学年の課題をみんなで話し合ったことについて， 

改善した方がよい点を具体的に教えてください。      

【問３】 課題解決シートについて 

（３－１）良かった点を具体的に教えてください。 

（３－２）改善した方がよい点を具体的に教えてください。 

【問４】 課題解決のために，学年でOJTに取り組んだことについて 

（４－１）先生方の経験（実践知）をもとに，課題の解決方法を教えてもらったこと，もしくは

みんなで解決方法を考えて取り組んだことについて良かった点を具体的に教えてく

ださい。 

（４－２）先生方の経験（実践知）をもとに，課題の解決方法を教えてもらったこと，もしくは

みんなで解決方法を考えて取り組んだことについて課題点を具体的に教えてくだ

さい。 

【問５】 今回のOJTの方法の「取り組みやすさ」を１～４の数字で表してください。 

（１が低い） 

【問６】 今回のOJTの方法の「負担感」を１～４の数字で表してください。 

（１が負担感が少ない） 

【問７】 今回のOJTの方法の「効果」を１～４の数字で表してください。 

（１が少ない） 
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(2)先先行行研研究究ににつついいてて 
学校現場では若手教員の育成が課題となって

いるが，赤坂（2023）は，先輩教員は若手教員を

育てる視点とともに若手教員から学ぶ姿勢を示

すことも大事であると指摘している。 
梶原（2023）は OJT の内容について，子供が

必然性，メリットを感じ指導内容を理解するよ

うな指導が必要であると述べているが，これは

実践知に関わる部分として OJT 対象者への指導

も同様であると考える。 
上野（2010）は，教育現場の実践者の指標とな

ることを願い，実際に学校の中にあっても，形と

して表しきれない実務家の暗黙知を言語化する

ことを試みた。 
齊藤（2008）は，実践知の形成過程を明らかに

することを試みた。他者に実践の意味を説明し

たり，自らの実践を振り返ったりすることで，そ

れらが言語化され意味づけられること，検証を

繰り返すことによって実践の可視化が行われる

ことを示唆している。その有効性は，次の実践に

活かせること，現状での問題意識を意識化・明確

化することや他者と問題意識を共有化すること

が可能なことと述べている。  

4.  研研究究のの方方法法     
本研究では，梶原（2023）の OJT の方法をも

とに，学級の課題を解決するために，学校規模で

OJT に取り組む。OJT によって先輩教員から若

手教員へ実践知を継承する機会を設定し，「暗黙

知の言語化・実践の可視化」を図る方法を取り入

れる。       

(1)OJT指指導導者者ととOJT対対象象者者 
研究協力校の 1 年生から 6 年生までの通常学

級担任 23 名が，学年単位で OJT に取り組む。 
OJT 指導者を学年主任，OJT 対象者を学年主

任以外の担任とすることを基本とする。応用と

して学年主任以外の担任が OJT 指導者，指導者

以外の担任が OJT 対象者となる場合，もしくは

学年内の教員の意見をもとに，学年の教員で解

決方法を話し合いながら進めていく場合もある。 
 

(2)実実施施期期間間 
  2024 年 9 月～11 月（全 3 回） 
 
(3)実実施施方方法法 
①UD チェックリスト（図１）をもとに，，各学級

担任が学級の課題を挙げる。 
②各学級の課題から，，学年の課題を3つ決める。 
③筆者が考案・作成した改善版の課題解決シー

ト（図 2）を OJT の際に利用する。 
④筆者は，具体的な解決方法を考える際や進め 
方について，相談にのる形態の OJT を行う。 

図図 2  改改善善版版のの課課題題解解決決シシーートト 

5．．検検証証のの方方法法 
実施した OJT の方法が，学級の課題を解決す

るために有効であったかを検証する。         
 

(1)課題解決シートの振り返りを分析する。 
 
(2)UD チェックリストのチェック項目を OJT 開 
始前と終了後で比較し，分析する。 

「教室環境」「人的環境」「授業」の 3 つの柱は各

10 項目で構成されている。とてもよくできてい

る 4 点，できている 3 点，少しできている 2 点，

あまりできていない１点とし，柱ごとに合算し

て，得点化する。得点が 40 点満点中何％に当た

るかを達成率とし，その平均値を比較する。 
 
(3)OJT 取組終了後，質問紙法によるアンケート

及び半構造化インタビューを実施する。 
①OJT 対象者である学年主任以外の担任（17 名）

には，質問紙法によるアンケートを行う。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白，，文文字字数数，，行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと  

ここのの赤赤字字部部分分はは，，編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで，，そそののままままににすするるこことと  
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②OJT 指導者である学年主任（6 名）には，半構   
造化インタビューを行う。 

 
③質問項目を表１に示す。OJT 対象者，OJT 指   
導者共通の内容である。今回の OJT の方法に

ついて良かった点と改善点を中心に尋ねる。

質問紙法によるアンケートは，問 1 から問 4
までは，記述式で行う。 

                                   
④OJT の方法を第三者の視点で評価してもらう  
ために，校長・教頭・教務主任には，，実施した  
OJT の成果と課題及び今回の方法が一般化さ

れるために必要なことについて半構造化イン

タビューを行う。OJT開始前と終了後の 2回，，

各学級の様子を見ること，，課題解決シートの

記載内容を確認することを依頼した。 

 
6．．OJT実実践践のの概概要要 
(1)事事前前準準備備 
①通常学級担任（OJT 指導者・OJT 対象者）と

OJT の方法の評価を依頼した校長・教頭・教務

主任に，研究の概要を説明した。課題を挙げる

ために必要な UD チェックリスト（図 1）と

OJT で使用する課題解決シート（図 2）を提示

した。 
   

②通常学級担任に，OJT 開始前の UD チェック

リストの項目チェックを依頼した。 

③OJT 指導者である学年主任に，課題解決シー

トの書き方を例示して説明した。 
 
(2)OJTのの実実践践 
本研究では，，9 月から 11 月の 2 か月間で，，各

学年で決めた課題を解決するために，3 回の OJT
を実施した。3 回にした理由は，，今回の OJT の

方法を OJT 指導者，，OJT 対象者が周知し，，実施

できるようになるために回数が必要であること，，

3 つの課題に継続して取り組む様子を確認する

ためである。 
 
①①使使用用資資料料 
【【UDチチェェッッククリリスストト（（図図１１））】】 
梶原（2023）で利用したものである。学級の課

題を挙げるための指標とする。 

【【課課題題解解決決シシーートト（（改改善善版版））（（図図 2））】】 
梶原（2023）で利用した課題解決シートを改善

した。Google スプレッドシートで作成し，学年

で１枚のシートを共同編集する。全校で共有す

るので，他学年や管理職も閲覧が可能である。 
 

②②課課題題解解決決シシーートトのの記記入入ににつついいてて 
昨年度は，課題解決シートに，具体的な解決方

法や OJT の流れ，ポイントとなる事柄を筆者が

記載した。この部分が「実践知」であった。「暗

黙知の言語化・実践の可視化」を行うために，鈴

木・関（2006）の具体的な解決方法・手順・ポイ

ント，動作・言葉かけ・工夫点・このようにする

とよいといったコツを課題解決シートに記載す

ることで，「暗黙知の言語化・実践の可視化」が

行われ，実践知を残せるのではないかと考えた。 
左半分（赤い枠内）には，学年で解決する課題

を 3 つ 1 度に挙げ，記入する。「できた」と判断

する基準を学年で決める。取り組む課題が「教室

環境」「人的環境」「授業」のどれに当たるかをチ

表表１１  アアンンケケーートト及及びび 
半半構構造造化化イインンタタビビュューーのの質質問問項項目目 

 

 

今回実施したOJTの方法が，学級の課題を解決するために有効だったかを伺います。 

【問１】 学年を教えてください。 

【問２】 学級，学年の課題の挙げ方について 

（２－１－１）UDチェックリストを利用して良かった点を具体的に教えてください。 

（２－１－２）UDチェックリストを利用して改善した方がよい点（リストの内容，使用  

       方法等）を具体的に教えてください。 

（２－２－１）各学級の課題を挙げてから，学年の課題をみんなで話し合ったことについて, 

良かった点を具体的に教えてください。 

（２－２－２）各学級の課題を挙げてから，学年の課題をみんなで話し合ったことについて， 

改善した方がよい点を具体的に教えてください。      

【問３】 課題解決シートについて 

（３－１）良かった点を具体的に教えてください。 

（３－２）改善した方がよい点を具体的に教えてください。 

【問４】 課題解決のために，学年でOJTに取り組んだことについて 

（４－１）先生方の経験（実践知）をもとに，課題の解決方法を教えてもらったこと，もしくは

みんなで解決方法を考えて取り組んだことについて良かった点を具体的に教えてく

ださい。 

（４－２）先生方の経験（実践知）をもとに，課題の解決方法を教えてもらったこと，もしくは

みんなで解決方法を考えて取り組んだことについて課題点を具体的に教えてくだ

さい。 

【問５】 今回のOJTの方法の「取り組みやすさ」を１～４の数字で表してください。 

（１が低い） 

【問６】 今回のOJTの方法の「負担感」を１～４の数字で表してください。 

（１が負担感が少ない） 

【問７】 今回のOJTの方法の「効果」を１～４の数字で表してください。 

（１が少ない） 
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ェックする。具体的な解決方法・手順・ポイント

の欄には「実践知」を入力する。取り組む中で，

内容に追加・変更があれば入力する。 
右半分（青い枠内）は，各自の振り返りの欄で

ある。 
改善点の 1 つ目は，子供の様子ではなく，担

任自身の取組状況を点数化することである。OJT
取組前の状況を 0 点とし，あまり取り組めなか

った 1 点，意識して継続して取り組んだ 2 点と

して，その期間の取組状況を点数化して入力す

る。各課題の第 1 回目の最終週の得点が，次の

回の最初に反映される。 
振り返り記入欄には，各期間の各自の取組状

況の振り返りを記入し，次回に活かしていく。 
改善点の2つ目は，点数入力欄の工夫である。

点数入力欄の色は，3つの課題を入力する各欄の

色と対応している。優先順位の高い課題を１回

目に設定し，2回目，3回目の課題に取り組みな

がら，各課題への取組状況が継続して評価でき

るようにした。 
 
③③各各取取組組期期間間とと各各学学年年のの課課題題 
全 3 回の取組期間と各学年の課題を図 3 に示

す。課題は，学級の課題と担任自身の課題が挙げ

られた。★印が担任自身の課題である。 

 
 

④④各各学学年年がが取取りり組組んんだだOJTのの形形態態 
4つの学年が，OJT指導者を学年主任，OJT対

象者を学年主任以外の担任とする基本の形態の

OJT を実施した。残りの 2 つの学年は，応用と

しての学年主任以外の担任を OJT 指導者，指導

者以外の担任を OJT対象者とした形態と，学年

内の教員の意見をもとに，学年の教員で解決方

法を話し合いながら進めていく形態であった。 
 
⑤⑤実実際際にに記記入入さされれたた課課題題解解決決シシーートト 
図 4 は，実際に記入された課題解決シートの

左半分である。実践知の記載について，各学年主

任に説明を行ったが，うまく伝わらなかったた

め，実践の途中段階で，その指導を行う意図や効

果・メリットを赤字・括弧書きで記載するよう記

入例を示した。 

図 5は，課題解決シートの右半分，2回目の

取組終了時のものである。点数入力欄から 1回
目の課題に継続して取り組んでいること，2回
目の課題に対する取組状況がわかる。         

⑥⑥アアンンケケーートト及及びび半半構構造造化化イインンタタビビュューーのの実実施施 
OJT取組期間終了後，本研究における OJTの 

方法が学級の課題を解決するために有効だった

かについて，アンケート及び半構造化インタビ

図図４４  実実際際にに記記入入さされれたた課課題題解解決決シシーートト（（左左半半分分）） 

図図３３  各各取取組組期期間間とと各各学学年年のの課課題題 

★ 

★ 

図図５５  実実際際にに記記入入さされれたた課課題題解解決決シシーートト（（右右半半分分） 
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ューを実施した。 
OJT 対象者である学年主任以外の学級担任に 

は，Google フォームで作成した質問紙法による

アンケートを行った。 
OJT 指導者である学年主任と，校長・教頭・教

務主任には，半構造化インタビューをインタビ

ューガイド作成のもと行った。面接時間は，14 分

から 49 分であった。 
なお，倫理的配慮において研究協力者には，調

査の目的，録音の承諾，逐語録の作成等について

書面と口頭による説明を行った。また，報告書を

まとめる際に，個人が特定されないように配慮

することを伝えて承諾を得た。 

7. 結結果果とと考考察察 
(1)課課題題解解決決シシーートトのの振振りり返返りり記記述述よよりり 
学級担任23名の記述内容を分析した結果，「指

導方法」「教師の行動」「子供の様子」の 3 つのカ

テゴリーに分類された。記述内容は，抜粋して一

部表現を修正した。 
〇教師が手本を見せたり，掲示物や写真で具体

的な方法を示したりすると，子供たちが指導

内容を理解しやすかった。 
〇教師が課題を意識して継続して指導すること     
で，，子供たちが課題を意識して行動するよう

になってきた。 
〇自分で意識して行動できる子とそうでない子 
 がいるが，回を重ねていくうちに子供同士で

声を掛け合い，自分たちで考えて行動するこ

とが増えてきた。 
OJT で学んだ指導方法で，教師が課題の解決 

を意識して指導することによって，子供たちの

状態が好転することを，各担任が実感したので

はないかと考える。 

(2)UD チチェェッッククリリスストトののチチェェッックク項項目目 
OJT 開開始始前前とと終終了了後後のの達達成成率率平平均均のの比比較較よよりり 
学級担任 23 名の OJT 開始前と終了後のチェ

ック項目の達成率の平均を表 2 に示す。UD チェ

ックリストは課題を挙げるための指標として提

示したが，「教室環境」「人的環境」「授業」のい

ずれも，担任ができていると評価した割合が上

昇していた。項目の内容を，各担任が意識しなが

ら指導してきたと考えられる。 

表表２２  UD チチェェッッククリリスストトのの達達成成率率のの平平均均     

(3)アアンンケケーートト及及びびイインンタタビビュューーよよりり 
研究協力者のアンケートの記述及び音声デー

タから逐語録を作成し，コード化を行った。コー

ド化したものを分析した結果，「OJT の方法」

「OJT の効果」「OJT の負担感」「OJT について

の意見」の４つのカテゴリーに分類された。回答

は抜粋して一部表現を修正した。 
また，質問項目にある「OJT の取り組みやす

さ」「OJT の負担感」「OJT の効果」を 1 点から 4
点で点数化した結果を図 6，図 7，図 8 に示す。            
 
【【OJT のの方方法法】】 
UD チチェェッッククリリスストト 
〇課題が明確になった。 
〇具体的な指導内容がわかった。 
学学年年のの課課題題をを話話しし合合っったたこことと 
〇学年間で情報を共有したり，学年の様子につ

いて話し合ったりする機会になった。 
〇生活面の指導を揃える機会になった。 
課課題題解解決決シシーートト 
〇学年の課題を書き込むことで，課題が明確に

なり，課題を共有して解決に向けて取り組も

うとする意識づけができた。 
〇具体的な解決方法や手順，ポイントが書いて

あることで，どのように指導していけばよい

かわかりやすかった。 
〇これまで漠然と指導していたことを文字化

（言語化）することで，指導の効果やメリット

を改めて考える機会になった。 
〇文字化（言語化）したことによって，記録とし

て残り，目指すところがわかったので見通し
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図図 7  OJTのの負負担担感感 

を持って指導することができた。 
〇振り返りや点数化によって，継続的に自分の

指導を見直したり，学級の現状を把握したり

できた。 
〇他学級の様子を把握できるので，どのような

学びがあったのかを各自が参照したり，現状

を把握したりできてよかった。 
学学年年ででOJTにに取取りり組組んんだだここととににつついいてて 
〇課題について，子供たちに統一した指導をす

ることができた。 
〇学年でお互いに助け合える雰囲気が生まれた。 
〇様々な指導方法を知ることができた。 
〇実践知を知ったり，実践を真似したりするこ

とができた。 
〇大規模校では学年単位での OJT の取組が動き

やすかった。 

図図 6  OJTのの取取りり組組みみややすすささ 
 
図 6 より，全体の 91.3％が，取り組みやすさ 

が大きい 3 点，4 点をつけていたので「OJT の方

法は取り組みやすかった」と言える。 
以上のことから, 本研究の OJT の方法は取り 

組みやすく，学級の課題を解決するために有効

であったと考える。 
一方で，「個々の判断基準の違いや評価の曖昧

さ，客観的・具体的に評価が難しかったこと，学

年で情報を共有する機会や時間の不足」が改善

点として挙げられた。ゆえに各評価方法の見直

しと，OJT に取り組む時間の確保が課題である。 
 
【【OJTのの効効果果】】 
実実践践知知のの継継承承 
〇経験を踏まえた指導のメリット等を知った。 

〇他の先生の実践の説明を聞く，指導の仕方を

見せてもらうことで真似することができた。 
〇先生方の実践知を自分の気持ちや考えに加え

ることができ，自信を持って取り組めた。 
〇生活面での指導を学ぶ機会になった。 
教教師師のの成成長長 
〇掲示物等，視覚的な効果を意識するようにな

った。 
〇短く，どのような内容を伝えるのかを改めて

考えてから話すようになった。 
〇自分の学級と他学級の課題を比べながら，学

年も学級も総合的によくなっていくような方

略を考えることができた。 
〇課題を解決するためには，いろいろなアプロ

ーチがあるので，いろいろ試すことができる

と思った。 
〇お互いの指導を見合って刺激し合ったり，ア

ドバイスし合えたりした。 
子子供供のの成成長長 
〇課題だったことが，できるようになった子供

が増えた。 
〇子供同士で声を掛け合うようになった。 
〇教師から投げかけをするだけでなく，子供自

身が自分で考えたり，学級会で話し合わせた

りすることで，課題解決を意識した取組をす

るようになった。 
OJT の方法に「暗黙知の言語化・実践の可視 

化」を取り入れたことは，実践知を継承する機会

として有効である。OJT によって教師自身が成

長し，効果のある適切な指導を行ったことが子

供の成長につながったと考えられる。 
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【【OJTのの負負担担感感】】 
 OJT の負担感では，全体の半数近い 43.5%が負 
担感が大きいとする 3 点，4 点をつけていた。 
OJT 指導者からは，「多忙で時間にゆとりがなか 
った」との回答があった。取り組む時間を確保す 
ることが課題である。 

図図 8  OJTのの効効果果     
       

  図 8 では， 5 つの学年の担任が 3 点，4 点を 
つけ，「OJT の取組は効果があった」と回答して 
いた。これは全体の 87％に当たるため，負担感 
はあったが効果も得られたと言える。 

2 点をつけた 3 名は同学年であり，「多忙で時 
間にゆとりがなく積極的に取り組めなかった」

と回答していた。多忙の中で取り組む時間をど

のように確保するのかが課題である。 
 
【【OJTににつついいててのの意意見見】】 
取取りり組組みみ期期間間 
〇もう少し長い期間取り組むと，子供たちに指

導したことが定着しているかの成果が見えた

り，途中経過を確認しながら改善策を取り入

れたりすることができる。 
取取りり組組みみ方方 
〇年間指導計画に位置づける。 
〇校内研究の一部として取り組む。 
〇各行事の取組や学年の状況に応じて学年で，

時期や課題を柔軟に設定する。 
取取りり組組むむ課課題題 
〇日常行っている学習・生活指導に取り組む。 
OJTのの担担当当がが必必要要 
〇OJT 担当を校務分掌に位置づける。 
〇システムを構築し，機能させる。全体を動かす。 

実際に OJT に取り組んだり，OJT の取組を客 
観的に評価したりした上での意見である。それ

ゆえ，本研究の OJT の方法を一般化するための

具体的な改善策として有効な意見である。 

8．．研研究究ののままととめめ 
本研究の目的は，学級の課題を解決するため 

に，学校規模で取り組む OJT システムの構築方 
法を明らかにすることであった。その結果， 
(1)UD チェックリストや課題解決シートを利用

して，学年単位で OJT を行うこと。 
(2)課題解決シートに実践知を記載すること。（若

手教員への実践知の継承だけでなく，継承す

る立場の教員も指導の意図や効果・メリット

について改めて考える機会となった。） 
(3)OJT 担当者を校務分掌に位置づけ，システム

を機能させること。 
(4)OJT を年間指導計画に組み込むこと。 
(5)各行事の取組や学年の状況に応じて，取り組

む時期や課題を柔軟に設定すること。 
以上 5 点が，学校規模で取り組む OJT システム

の構築方法であることが明らかになった。しか

し，評価の方法については引き続き検討を重ね

る必要がある。 
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図図 7  OJTのの負負担担感感 
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